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留意事項
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 本ウェビナーでは、全セクターの企業に関連する主要な変更点
について取り上げます。軽微な変更点やセクター固有質問での
評価基準の変更点については、こちらの資料をご確認ください

 質問書のガイダンス及びスコアリング基準は、最新のベストプ
ラクティスの反映や、回答データの質の向上等を目的として、
開示サイクルの途中で更新される場合がございます

https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
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スコアリングの概要

スコアリングアプローチ



スコアリングレベル

• 情報開示、認識、マネジメント、リーダーシップ

閾値

カテゴリー

ウェイティング（重みづけ）

スコアリングアプローチ
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リーダーシップ
ベストプラクティス

マネジメント
水課題に関する
活動・方針・戦略の策定と実行

認識
水リスクとその影響を
理解している

情報開示
情報開示を行っている

CDPスコアの４段階

無回答企業のスコアはF

A、A-

B、B-

C、C-

D、D-
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情報開示（DおよびD-）。

開示の完全性・透明性についての採点

データの信頼性と品質の向上を推進する

情報開示と認識

認識（CおよびC-）。

環境問題の意味を考えている人を見分けるための採点方法

透明性のある情報開示から、環境問題をある程度知っている状態へ
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マネジメント（BおよびB-)

アクションの実施に対する採点

環境リスクと影響の積極的な追跡、軽減、阻止

マネジメントとリーダーシップ

リーダーシップ（AおよびA-）。

環境マネジメントのベストプラクティスを実践している企業を特定す

るためのスコアリング

課題を詳細に理解し、知識と具体的な行動の両方を実証している。
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スコアリングアプローチ：
カテゴリーとウェイティング（重みづけ）

 スコアリング・カテゴリーは、2022年の質問書・モジュールのサブグループであり、各テーマに

固有で作成されています

 各設問は一定のカテゴリーに属します

 重要なデータポイントにフォーカスする

 より詳細な企業スコアの内訳を提供する

 強み・弱みをより明確に

ウェイト（重みづけ）は、総合得点における各カテゴリーの相対的な重要性を反映しています。
スコアリングウェイトは、マネジメントレベルとリーダーシップレベルの各スコアリングカテゴリーにのみ適用されます。

セクター別質問書の場合、セクターごとに環境問題やその管理方法に関する仕様が異なるため、これを反映して、各
テーマのセクターカテゴリーで異なるウェイトが適用されることになります。
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水セキュリティの

カテゴリーとウェイティング

- 2022年の変更点



2022年水セキュリティカテゴリー

カテゴリー

コンテキスト

水会計

バリューチェーン・エンゲージメント

ビジネスへの影響

水リスク評価

水関連リスクエクスポージャーと対応

水関連機会

水関連ポリシー

ガバナンス

事業戦略

環境課題への統合的アプローチ

定性的・定量的目標

検証

一部のカテゴリーでは、変化を打ち消
すため、またウェイト付けのバランス
を確保するために、ウェイト付けに若
干のバリエーションを持たせています
。

* 2022年のウェイトを変更

設問票構成の変更を反映し、マネジメントとリー
ダーシップレベルのウェイトを若干引き下げた。

*

*

2022年にマネジメントレベルのみ（
W5.1a）のウェイティングをしたカテ
ゴリーを新設

*

W1.2jの新採点導入に伴い、マネジメントレベルの加
重を少し増やした。(バランス調整のため、リーダー
シップレベルのウェイティングも若干変更）。

*

*
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2022 カテゴリ別売上構成比 -一般

カテゴリー
マネジメント
ウェイティング

リーダーシップ
ウェイティング

コンテキスト 0% 2%

水会計 12%→13% 12%→13%

バリューチェーン・エンゲージメント 9%→10% 9%→10%

ビジネスへの影響 3% 3%

水リスク評価 15%→12% 13%→11%

水関連リスクエクスポージャーと対応 10% 10%

水関連機会 4% 4%

水関連ポリシー 9%→8% 9%

ガバナンス 15% 15%

事業戦略 7% 7%

環境課題への統合的アプローチ 3% 3%

定性的・定量的目標 13% 13%

検証 0%→2% 0%

「検証」カテゴリーは、
W5.1aのマネジメントレベ

ルに重みづけがされるよ
うになりました12



2022 カテゴリーウェイティング変更点 -セクター別

マネジメント
リーダー
シップ

マネジメント
リーダー
シップ

マネジメント リーダーシップ マネジメント リーダーシップ マネジメント
リーダー
シップ

水のカテゴリー／セクター CH EU FBT M&M O&G

コンテキスト 0% 2% 0% 2% 0% 2% 0% 2% 0% 2%

水会計
10%→11%

10%→11

%
10%→11%

10%→11

%
10%→11% 10%→11% 10%→11% 10%→11% 10%→11%

10%→11

%

バリューチェーン・エンゲージメ
ント

9%→10% 9%→10% 5% 5% 12% 12% 6%→7% 6%→7% 6%→7% 6%→7%

ビジネスへの影響 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3%

水リスク評価
13→10% 11%→9% 15%→12%

13%-

→11%
13%→11% 11%→10% 15%→12% 13%-→11% 15%→12%

13%-

→11%

水関連リスクエクスポージャーと対
応

10% 10% 12% 12% 9% 9% 10% 10% 10% 10%

水関連機会 4% 4% 5% 5% 4% 4% 5% 5% 5% 5%

水関連ポリシー 9%→8% 9% 9%→8% 9% 8%→7% 8% 9%→8% 9% 9%→8% 9%

ガバナンス 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%

事業戦略 7% 7% 7% 7% 7% 7% 7% 7% 7% 7%

環境課題への統合的アプローチ 7% 7% 6%→7% 6%→7% 7% 7% 7% 7% 7% 7%

定性的・定量的目標 13% 13% 13% 13% 12% 12% 13% 13% 13% 13%

検証 0%→2% 0% 0%→2% 0% 0%→2% 0% 0%→2% 0% 0%→2% 0%

マネジメント

全セクターでウ
ェイトを若干増
加

マネジメントレベ
ルにおける新し
いウェイト付け

CH、M&M、
O&Gのウェイ
トを若干増加。

両レベルとも全
セクターでウェ
イトが若干減少

マネジメントレベ
ルにおけるEUの
ウェイトを少し
増やす

マネジメントレベ
ルでは全分野で
ウェイトが若干減
少
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スコアリングアプローチの

変更点ー概要
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ベストプラクティスを反映するため、またプログラム間の整合性を図るための設問
レベルの採点基準の変更（例：設問W4.1a, W4.2, W4.2a, W4.3a.）

間接操業（W1.1 & W1.4）において水を重要視していないと回答した企業のみに適用さ
れる新スコアリングルートの追加。

スコアリングアプローチの変更

再構築。2022年スコアリングの一貫性を高めるため、全テーマの全基準を文言の変更
と再構成（採点に影響なし）。

リスクと機会の問題（W4.2, W4.2a & W4.3a）のポイントは、これまでは各行に比例し
て付与でしたが、2022年ではマネジメントとリーダーシップレベルで最も良い列（best 

row）が採点されるようになりました。
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設問レベルの変更



変更点の概要

W0 イントロダクション

W0.6a マイナーチェンジ リーダーシップ

W0.7 新規設問 スコアなし

W1 現在の状態

W1.1 マイナーチェンジ マネジメント

W1.2 マイナーチェンジ 認識, リーダーシップ

W1.2b マイナーチェンジ リーダーシップ

W1.2d マイナーチェンジ マネジメント

W1.2h スコアリングの変更 マネジメント

W1.2i スコアリングの変更 マネジメント

W1.2j スコアリングの変更 マネジメント

W1.3 新規設問 情報開示、認識

W-CH1.3a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W-EU1.3a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W-FB1.3a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W-MM1.3a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W-OG1.3a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W1.4 スコアリングの変更 情報開示、認識、マネジメント、リーダーシップ

W1.4a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W1.4b マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W1.4d マイナーチェンジ マネジメント

W2 ビジネスへの影響

W2.1a マイナーチェンジ リーダーシップ

W3 手続き

W3.3a 採点方法の変更（設問内容の変更に伴うもの） 情報開示、認識、マネジメント、リーダーシップ

W3.3b スコアリングの変更 マネジメント

W4 リスクと機会

W4.2 スコアリングの変更 マネジメント、リーダーシップ

W4.2a スコアリングの変更 マネジメント、リーダーシップ

W4.3a スコアリングの変更 マネジメント、リーダーシップ

W5 施設レベルの水会計

W5.1 マイナーチェンジ マネジメント

W5.1a スコアリングの変更 情報開示、認識、マネジメント

W6 ガバナンス

W6.1a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W6.2a マイナーチェンジ マネジメント、リーダーシップ

W6.2d 新規設問 情報開示、認識、マネジメント

W6.3 スコアリングの変更 マネジメント、リーダーシップ

W6.5a マイナーチェンジ マネジメント

W7 事業戦略

W7.1 スコアリングの変更 マネジメント、リーダーシップ

W7.3a マイナーチェンジ 情報開示, リーダーシップ

W7.5 新規設問 情報開示、認識

W8目標

W8.1 明確化 マネジメント

W8.1a 明確化 マネジメント、リーダーシップ

W8.1b 明確化 マネジメント

= スコアへの影響はほとんどない。詳細
については、ウェブサイト上の「変更点

」資料をご参照ください。
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モジュール0：

イントロダクション
W0.6a
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(W0.6a) 除外項目を報告してください。

修正内容

報告される除外数量は、企業
が取水や、消費したりする総
水量に対する相対的なもので
なければならないことを明確
にしました。

Aリストの必須

条件とリンクし
ています

変更度合い：リーダーシップレベルの明確化

重要な除外項目
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モジュール1：現在の状態
W1.2j

W1.3

W1.4

W1.4a

W1.4b

W1.1

W1.2

W1.2b

W1.2d

W1.2h

W1.2i



(W1.1）貴社の事業の成功には、水質と水量はどの程度重要ですか。(現在および将来
の)重要度をお答えください。

変更度合い：マネジメントレベルの軽微な変更

依存度

• 間接操業において水を重要視していないと回答した企業のみに影響します。
• W1.4でクロスチェックされています。バリューチェーンとの関わりが、貴社ビジネスに関連する活動ではないというこ
とで整合できているかを確認します。

修正内容

間接操業「重要度評価」で「あまり重要
でない」または「全く重要でない」を
選択した企業は自社固有での説明が必要
となりました。

W1.4でポイントを獲得するため
には、両方の行が基準iv)を満た
している必要があります。

(スライド 1/3)
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修正内容
W1.4のルートに入っている企業：変更なし。上記ルートA)はドロップダウンの選択式採点として残す。

W1.4のルートに入っていない企業については、2022年に新たな採点ルートが追加されました。
• W1.4でフルポイントを得るためには、企業は設問W1.1の「間接使用の重要度評価」の列で、「あまり重要でない」または「全く重要でない
」のどちらかを選択する必要があります。開示レベルでは、W1.1のデータポイントを報告している限り、ポイントが付与される。

(W1.4）水関連問題に対し、貴社バリューチェーンと協働していますか。

変更度合い：新規採点ルート

バリューチェーン・エンゲージメント

• 間接操業において「水は重要ではない」と回答した企業のみに適用されます。
• W1.1の基準とのクロスチェック iv:バリューチェーンへのエンゲージメントが、貴社ビジネスに関連する活
動ではないことの検証を提供する。

• 全レベルのスコアリングに適用されます：情報開示、認識、マネジメント、リーダーシップ

情報開示のレベル

(スライド2/3)
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修正内容
W1.4のルートに入っている企業。変更な
し。ルートA)はドロップダウンの選択式
採点として残す。

W1.4のルートに入っていない企業につい
ては、2022年に新たな採点ルートが追加
されました。
• W1.4で満点を取るには、企業は設問

W1.1の基準iv)を両列で満たす必要が
ある。

(W1.4）水関連問題に対し、貴社バリューチェーンと協働していますか。

変更度合い：新規採点ルート

バリューチェーン・エンゲージメント

• 間接操業において「水は重要ではない」と回答した企業のみに適用されます。
• W1.1の基準とのクロスチェック iv:バリューチェーンへのエンゲージメントが、貴社ビジネスに
関連する活動ではないことの検証を提供する。

• 全レベルのスコアリングに適用されます：情報開示、認識、マネジメント、リーダーシップ

認識、マネジメント、リーダーシップ

(スライド3/3)



（W1.1の基準 iv への対応）

「あまり重要でない」/「全く重要でない」を選択した理由は...

この設問のCompany Specific（自社固有）
とはどういう意味ですか？
➢ この企業の間接操業が水を重要視していない理由を説
明する、地域または業界特有の文脈/背景情報。

※詳しくはスコアリングイントロダクションの資料をご覧ください。

0点 0.5点

...水は家庭用としてしか使われず、サプライヤーにとって不
可欠なものではないので、重要視されていない

重要度評価の説明としては有効だが、自社固有ではな
いので、なぜサプライヤーで使われていないのかを知
る必要がある - 0点

...商業用不動産を取得して賃貸している当社では、お取引先
のほとんどが本社オフィスのみのガス・電気メーカーであり
、操業上の水への依存度は低い。また、当社のサプライヤー
は一般的に水不足の問題のない地域で事業を展開しています
。さらに、当社の製品は使用段階で水を必要としないため、
当社のバリューチェーンには下流での水への依存はありませ
ん。

事例紹介
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W1.1への対応 - W1.4への関連性とベストプラクティス

➢ 「間接使用重要度評価」欄の両行で「あまり重要でない」または「全く重要でない」を選択した場合、
W1.4は企業に提示されない。

➢ W1.4でポイントを獲得するためには、基準ivを両方の行で達成する必要があります。

W1.1, iv) スコア
W1.4点

1列目 2列目

0点 0点 0点

0点 0.5点 0点

0.5点 0点 0点

0.5点 0.5点 満点



認識レベルで
評価される行

2022年の新行
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これらの変更は、W1.2 M＆MとO＆G（セクター）の採点にも適
用されます。これに伴い、認識でのセクター別点数配分が4点
から5点に増加しました。

変更度合い：軽微な変化 - 認識レベル

(W1.2)水に関する以下の側面について、貴社の事業全体でどの程度の割合を定期的
に測定・モニタリングしていますか。

全社的な水会計

修正内容
認識
• 列の「排水品質-標準排水パラメータ別」は、2022 年に認識レ
ベル基準に照らして採点されます。

• 認識レベルのポイント配分が 3 から 4 に増加しました

サイト/施設/操業の25%以上をモニタリン
グしている企業をスコアリング対象
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変更度合い：軽微な変化 - 認識レベル

(W1.2)水に関する以下の側面について、貴社の事業全体でどの程度の割合を定期的
に測定・モニタリングしていますか。

全社的な水会計

修正内容
認識
• 列の「排水品質-標準排水パラメータ別」は、2022 年
に認識基準に照らして採点されます。

• 認識レベルのポイント配分が 3 から 4 に増加しました

サイト/施設/操業の25%以上をモニタリン
グするための選択ベースのスコアリング
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変更度合い：軽微な変更 -リーダーシップレベル

(W1.2b)貴社の事業全体で、取水、排水、使用された水それぞれの総量をお答えくだ
さい。また、それらの量は前報告年と比較してどうでしたか。

全社的な水会計

修正内容
リーダーシップレベルの基準i)に「（validな）理由」と
いう言葉を追加し、十分な根拠がある説明のみが加
点対象となることを明確化した。
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変更度合い：軽微な変更 -リーダーシップレベル

(W1.2b)貴社の事業全体で、取水、排水、使用された水それぞれの総量をお答えくだ
さい。また、それらの量は前報告年と比較してどうでしたか。

全社的な水会計

近い値ではありますが、総消費量は取水量と放水量
の単純な差ではありません。これは、降雨現象や工
場の操業によって、排水量が増えることはあっても、
工場全体の水消費量には影響しないためで、工場
の水収支図と実際の取水量に基づいた名目上の値
となっています

取水量、消費量、排水量の差は、蒸発、漏水、エネル
ギー源としての蒸気使用時に発生するドレンの量など、
数値化されていない損失で説明できる場合があります。
このため、水の総使用量は、取水量から排水量を差し
引いた量とは一致しない。

（仮訳）
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修正内容

ROUTE A 基準 i)から自社固有の要件が削除された。この基準では、選択したツ
ールの説明を求めるようになった。

変更度合い：軽微な変更 -マネジメントレベル
（明確化）

(W1.2d)水ストレス下にある地域から取水しているか否かを示し、
その割合を記入してください。

全社的な水会計

2021年ルートA）基準i 2022年ルートA）基準i

i) 水ストレス地域から取水があるかど

うかを評価するために、選択したツー
ルをどのように適用したかについての自
社固有の説明 - 1 ポイント

i) 水ストレス地域から取水されている

かどうかを評価するために、選択し
たツールをどのように適用したかの
説明（例：どのデータセットを使用
したか） - 1 ポイント
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修正内容

2021年版スコアリング基準のルートA基準i)は削除されました。

2021年ルートA基準

2022年度質問書では
削除しています2022年基準

変更度合い：スコアリング基準の変更 -マネジメントレベル（簡略化）

(W1.2h)水源別の総取水量をお答えください。
(W1.2i)放流先別の総排水量をお答えください。

全社的な水会計
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修正内容

「地下水-再生不能」の行の「前回の報告年度との比較」欄で「ほぼ同じ」を選択した場合、その行はポイ
ント対象外となります。

行「地下水-再生不能」においてマネジメ
ントレベルでは有効な選択肢ではなくな
りました。

変更度合い：軽微な変更 -マネジメントレベル

(W1.2h)水源別の総取水量をお答えください。

全社的な水会計

地下水-再生不能
50年のタイムスケール

で自然から水が補充
されず、比較的深いと
ころにある地下水
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修正内容
マネジメントレベルの排水処理を点数化する新基準。

変更度合い：スコアリング基準の変更（追加） -マネジメントレベル

(W1.2j)貴社の直接操業内で、貴社が排水を処理する最高レベルを示してください。

全社的な水会計
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変更度合い：新規設問と新しい基準

修正内容

情報開示と認識レベルの新し
い基準

(W1.3)貴社の総取水効率の数値を記入してください。

水原単位

完成度のみで採点

マネジメント＆リーダーシッ
プレベルでは採点されません
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修正内容
• 採点要件は満点になりました。

変更度合い：軽微な変更・マネジメントレベル

(W1.4a) サプライヤーのうち、水の使用量、リスク、管理について貴社へ報告する
よう求めているところは、貴社のサプライヤー全体のどの程度を占めますか。また
それは、貴社の調達費全体でどの程度を占めていますか。

バリューチェーン・エンゲージメント
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修正内容

• リーダーシップレベル要件にフルでのマネ
ジメントポイントを要求するようになり
、基準i)は削除されました。

• ポイント配分を1.5から1に変更
• 「調達額合計％」欄の選択肢

26～50(%)は、ポイント付与対象外とな
りました。

2021年基準

2022年基準

変更度合い：軽微な変更 -リーダーシップレベル

(W1.4a)サプライヤーのうち、水の使用量、リスク、管理について貴社へ報告す
るよう求めているところは、貴社のサプライヤー全体のどの程度を占めますか。
またそれは、貴社の調達費全体でどの程度を占めていますか。

バリューチェーン・エンゲージメント
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修正内容
• マネジメントレベル基準 ii の明確化
• リーダーシップレベル調達額合計の割合の欄のオプション「26-

50」は、ポイント対象外となりました

変更度合い：軽微な変更 -マネジメントおよびリーダーシップのレベル

(W1.4b)その他の水関連サプライヤーエンゲージメントの詳細を記入してください。

バリューチェーン・エンゲージメント

2021年基準 i) 2022年基準 i)

i) 「水管理およびスチュワードシップ向上
のためのインセンティブ 」を選択する場合
「エンゲージメントの種類 」の欄で 「研修
＆コンプライアンス 」または 「イノベーショ
ンとコラボレーション 」を選択している。

AND

-調達総額の割合」欄の「26～50」、
「51～75」または「76～100」-1点

i) 「関与の種類」の欄で選択された以
下のいずれかの選択肢。
- ‘水管理およびスチュワードシップの
向上のためのインセンティブ付与’

- ‘研修＆コンプライアンス'

- 'イノベーションとコラボレーション'

AND

調達総額の割合」欄で「51～75」また
は「76～100」のいずれかの選択肢を
選択 - 1ポイント

リーダーシップの基準
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モジュール3：手続き
W3.3a

W3.3b
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新たな欄
（２０２１年質問書のW3.3b,cの項目）

変更度合い：スコアリングの変更 -全レベル

(W3.3a)水関連のリスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を
選択してください。

リスクの特定と評価の手順
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変更度合い：スコアリングの変更 -全レベル

(W3.3a)水関連のリスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択します。

リスクの特定と評価の手順

↑直接操業・サプライチェーンどちらか一方しか報告されていない場合は、最大で3/6ポイントとなります。
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(W3.3a)水関連のリスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択します。

リスクの特定と評価の手順

2021年と
同じ

2021年と
同じ

2022年には、サプライチェーン
のリスク評価の範囲で「Full」を
選択する必要があります。

初期の軽いタッチ段階の水リスク
評価を実施していれば、「フル」を

選択いただけます。
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修正内容

基準i)とii)が追加され、2つの新しい欄で

スコアリングの選択ができるようになり
ました。

利用可能なポイントが1ポイントから3ポ
イントに増加

基準ⅲ）及び基準ⅳは変更なし。

変更度合い：新しい基準 -リーダーシップレベル

(W3.3a)水関連のリスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択し
てください。

リスクの特定と評価の手順



修正内容

冗長な2つの基準に代わり、新たに2つの基
準（iii.およびiv.に変更が加わりました。

変更度合い：スコアリング基準の変更 -マネジメントレベル

(W3.3b)貴社の直接操業およびバリューチェーンの他の段階における水関連のリスク
の特定、評価、それへの対応に用いている、貴社のプロセスを具体的に説明してく
ださい。

リスクの特定と評価の手順

2021 基準ⅲ)とⅳ)を削除した。

iii) W3.3a のフル認識ポイント - 0.5 ポイント
iv) W3.3bで4点以上、W3.3cで6点以上のマネジ
メントポイントを取得 - 1.5点43
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モジュール4：リスクと機会
W4.1a 

W4.2 

W4.2a 

W4.3a 
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変更度合い：スコアリングの変更 -全レベル

(W4.1a)貴社では、事業に及ぶ財務または戦略面での重大な影響を、どのように
定義していますか。

リスクエクスポージャー

ポイント配分が5から1に減少

認識レベルでのスコアリングを削除

リーダーシップレベルでは基準が削除されました

マネジメントレベルで
合理化された基準
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• マネジメントレベルのポイント取得に認識ポイント満点が
必要になりました（2021年は5ポイント以上が要件）。

• 基準ⅲ)を強化・明確化

変更度合い：スコアリングの変更 -マネジメント＆リーダーシップレベル

(W4.2/W4.2a) -貴社の直接操業/貴社のバリューチェーン(直接操業を超える)において、
事業に対し財務または戦略面で重大な影響を及ぼす可能性があると特定されたリス
クと、それへの貴社の対応について、具体的にお答えください。

水に関するリスクと対応

採点方法の変更

マネジメントとリーダーシップのレベルでは
、最も良い行だけが採点されます。例年は、
すべての行が比例して採点されました。

* W4.3a 機会に関する設問にも適用されます
。
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➢ マネジメントとリーダーシップについては、最も良い
行だけが採点されることを再確認してください。

➢ 管理基準ⅲの明確化
➢ W4.2a およびW4.2a と同様に基準 iii を明確化し
、回答の焦点をより明確にした。

変更度合い：スコアリングの変更 -マネジメントレベル
、リーダーシップレベル

(W4.3a)貴社の事業に財務または戦略面で重大な影響を及ぼす可能性のある、現在
実現しつつある機会について、詳細を説明してください

水関連機会
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モジュール5：

施設レベルの水会計
W5.1

W5.1a
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変更の内容
施設数不一致の場合の採点方法の明確化
基準の意味するところに変更はありません

右記が主な例です

これは、W5.1のMM、EU、OGの採点にも適用されます。

W4.1cで開示
された施設

W5.1で開
示した施設

W5.1 マネジメントレベル採点

5 = 5 4ポイント獲得可能、全列に分配される

10 > 5 4ポイントに施設比率を乗じ、全行で分割
。

4 * (5 ÷ 10) = 2 マネジメントレベルに与え
られるポイントリーダーシップレベルに与
えられるポイントなし

変更度合い：明確化 - マネジメントレベル

(W5.1) W4.1cで挙げた各施設について、地理座標、水会計データ、前報告年との比
較内容を記入します。

施設レベルの水会計
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変更の内容

情報開示と認識レベル
2021年の5ポイントから2022年の4ポイ
ントに変更

マネジメントレベル

検証のインセンティブとなる新基準を導
入

変更度合い：スコアリングの変更 -情報開示、認識、マネジメントの各レベル

(W5.1a）W5.1で挙げた施設について、第三者検証を受けている水会計データの比
率をお答えください。

施設レベルの水会計
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モジュール6：ガバナンス
W6.1a 

W6.2a 

W6.2d 

W6.3  
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変更度合い：軽微な変更 -マネジメントおよびリーダーシップのレベル

(W6.1a)貴社の水に関する企業方針の適用範囲と内容について、最も
よくあてはまるものを選択してください。

水資源政策

明確化

ポイント付与を更新
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修正内容

リーダーシップ

➢ 決定例は、報告年度の最大2年前まで
とすることを明確化した。

変更度合い：軽微な変更 -リーダーシップレベル

W6.2a取締役会における水関連課題の責任者の職位を特定します(個
人の名前は含めてないでください）

取締役会の監督
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変更度合い：新規設問

W6.2d貴社には、水関連問題に精通した能力を持った取締役が1人以
上いますか。

取締役会の監督



55

新基準の詳細。

➢ 基準i)の変更は、ドロップダウンのスコアリング選択肢の変更
を反映したものであり、意味するところは変わりません

➢ 個人の地位の記述を求める基準を削除

➢ A description of nature of report...をA description of water-

related topics that are reported...に変更した。

変更度合い：スコアリング基準の変更 -マネジメントレベル

W6.3 水関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または
委員会を記入します(個人の名前は含めないでください)。

経営責任
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変更度合い：スコアリングの変更 -リーダーシップレベル

(W6.3)水関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または委員会を記入
します(個人の名前は含めないでください)。

経営責任

新しいリーダーシップの基準 iii.

水需要・・・組織が事業目標や戦略目標を達成するために必要な水の量。
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モジュール7：事業戦略
W7.1

W7.5
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修正内容

マネジメント
➢ 2021年版スコアリング基準の基準i)が削除された
。

➢ 残りの基準を明確化
➢ 利用可能なポイント数が6から3に減少

リーダーシップ

➢ リーダーシップの採点にマネジメントの満点
が必要になりました。

変更度合い：スコアリングの変更 -マネジメントとリーダーシップのレベル

W7.1 貴社の長期的・戦略的事業計画のいずれかの側面に水関連問題が組み込まれ
ていますか。もしそうであれば、どのように組み込まれていますか。

経営責任

マネジメント基準を削除
明確化
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変更の理由
本設問は新規のため、2022年ではライト

タッチの情報開示と認識レベルでの採点と
なります。

変更度合い：新規設問

W7.5 貴社が現在製造や提供をしている製品やサービスの中で、水の
影響を少なく抑えているものはありますか。

製品・サービス

情報開示と認識レベルのみで採点
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セクターに関する設問
W-CH1.3a

W-EU1.3a

W-FB1.3a

W-MM1.3a

W-OG1.3a
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＜設問＞製品重量/容量でみた貴社の上位5製品につ

いて、●●セクターでの貴社の活動に関連する以下の
水量原単位情報をご提供ください。

変更度合い：軽微な変更 -マネジメントリーダーシップレベル

W-X1.3a 全セクター向け：セクター固有の水原単位に関する設問

水原単位

マネジメント
• フル認識ポイントが採点要件として必要になりました

リーダーシップ

• フルマネジメントポイントが採点要件として必要になり
ました
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2022 スコアリング関連資料



CDPが提供している主な資料（リンク集）
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よくあるご質問（FAQ）

回答ダッシュボード使用方法（アカウントの作成など）

オンライン回答システム使用方法

スコアリングイントロダクション

気候変動・水セキュリティ・フォレスト質問書

各質問書に関するガイダンス資料・スコアリング基準

各質問書に関するウェビナー（動画・資料）

各質問書の前年からの変更点

公開されている他社回答へのアクセス

日本語版気候変動・水セキュリティ・フォレスト報告書

 CDPジャパンが開催するセミナー情報（過去の録画・資料含む）

https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/comfy/cms/files/files/000/004/571/original/20210511FAQ.pdf
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://www.cdp.net/en/responses?utf8=%E2%9C%93&queries%5Bname%5D=
https://japan.cdp.net/
https://japan.cdp.net/events

